
学習の気構えを持って登校を！

今年の授業日も残すところ、７日となりました。年度の締めくくりの時期を迎え、それぞれの学年

で卒業や進級、進学に向けて、準備が始まっているところです。
さて、これまで子ども達を取り巻く様々な問題点について、その都度対応してきたところですが、

一部の児童・生徒に依然として課題があり取り組みを続けているところです。もちろん大半の子ども

達はしっかりした取り組みが行われているのですが、今後の進級、進学を考えた時にすぐにでも改善
をし、気持ちよく新年度を迎えられるようにしたいと考えています。学部、学年によってその課題は
違います。幼児部や低学年においては、日本語力や集団生活への適応といったことが課題ですが、高

学年や中高等部になると授業の受け方や補習授業校での学習を継続することの難しさなど、その根幹
に関わるような深刻な問題も散見されるようになっています。残念ながら、この１２月にはそうした
問題から退学を勧告しなければならない事例も出てしまいました。手遅れにならない中に関係者で手

を尽くし、本人に自覚を持たせるべく何度もチャンスを与えてきたにも拘わらず、最終的には残念な
結果となってしまったものです。

子ども達も保護者も現地校と補習授業校の両立で大変な思いをしながら学習を継続し、必死に努力

されていることは理解しているつもりです。ただ保護者の思いと本人の気持ちに行き違いが生じ、子
ども達も必死に親の期待に応えようと通学は続けているものの、気持ちが学習に向かわないところに
問題が生じているようです。気が進まないまま学校に来れば、学習に身が入らないばかりか、ややも

するとおしゃべりや学習放棄（寝ていたり）等で授業を妨害することにも繋がっています。残念なこ
とにこうしたことは、WTA 校でも LI 校でも起きていることです。

学校としては、各ご家庭で子ども達に学習の気構えをしっかり持たせて送り出していただけるよう

にお願いはしておりますが、なかなか思い通りにはいっていないのが実情です。また、指導する教師
の側も限られた時数の中で日本国内と同等の内容
を指導しなければならず、こうした課題を持って
いる子ども達に対して相談に乗ったり、指導した

りするゆとりがないのも事実です。週に一日だけ
の授業で、しかも国内の学校のように空き時間が
あるわけではなく、子ども達のノートを見たり作

品を評価したりする時間すら土曜日の授業日に取
ることが難しい状況です。子ども達に授業をしっ
かり受けようとする態勢がなければ授業が成り立

たないのが補習授業校です。結果的に授業を妨害
することになるのは、その本人にとっても周囲の
子ども達にとっても大変不幸なことです。こうし

た兆候が見受けられる時には、保護者にも状況を
正しくお伝えし、協力を求めていきたいと考えて
います。こうしたお子さんの状況は、宿題のこな

し方や提出状況を見ればご家庭でも気づくのは容
易なことだと思います。気になることがありまし
たら、早めに担任にお知らせいただいて、不幸な

ことにならないように子ども達を正しい方向へ導
いていきたいと考えています。各ご家庭のご理解
とご協力を重ねてお願いいたします。
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緊急のお願い！
ＷＴＡ校保護者の皆様へ

毎週土曜日の送迎の際の車の駐車について、
ポートチェスター教育委員会より指摘がありま
した。お迎えの時間帯に校舎前の道路に縦列で
子ども達を待つ車が止まっているが、反対側に
は斜めに駐車している車があって、万が一緊急
事態が発生した時にこれでは消防車や救急車両
が通れないということで、改善を求められまし
た。

これまで、この場所はドロップオフの場所に
なってはいたのですが、ピックアップの場所で
はありませんでした。今回の指摘を受け、今後
この校舎正面でのドロップオフもピックアップ
も禁止することになりました。駐車場内の校舎
寄りの部分のドロップオフはこれまで通りとし
ます。校舎前に進入しないように目印のカラー
コーンを置くことにしています。ご協力をお願
いいたします。



ＬＩ校中高書き初め大会、幼児部発表会
１５日ＬＩ校中高等部でも書き初め大会が行われました。カフェテリアでそれぞれ学年の課題とし

て与えられた文字を力強くしたためていました。筆ならではの止め、はね、払いの大切さに改めて気
付いたようです。講堂では幼児部の発表会があり、カスタネットを使って歌を発表しました。たくさ

んの保護者の見つめる中しっかり発表することが出来ました。

第３５回硬筆展始まる！
先週号でもお知らせしたところですが、今年も紀伊國屋書店様、日本航空様、ＫＤＤＩ様の協賛の

ご協力を戴き、展示が始まりました。参加賞や賞品のご寄付、会場の提供をお願いしております。
地下の児童書コーナーにある低い壁の部分に展示されています。是非立ち寄って見ていただきたい

と思います。下記５０名の入選者の作品が展示されています。
期日：平成２３年１月２０日（木）～２月３日（木）15 時迄
場所：マンハッタン紀伊國屋書店 地階児童書コーナー

入選者

ＬＩ校
（１年）寺尾さしゃ 宮内 清 広田英祐
（２年）橋本 周 櫻井えみり 喜多悠久
（３年）荒井香乃亜 田中萌夏
（４年）キャロル美冴 高橋悠真 マッケイコディ
（５年）江川 葵 大谷桃子
（６年）窪田七海
（中１）島 太郎
（中２）古庄カンナ
（中３）宮崎 翔
（高等部）森島奈緒美 石川 厳

ＷＴＡ校
（１年）ハナガンすかいら 飯西 司 一矢莉央 中津遼太郎 松下愛理 宮崎真弥
（２年）上口洋生 山本彩加 甘利稜馬 竹迫律貴 奥澤歩侑
（３年）竹村 透 フォング小山笑鈴 加藤優奈 小松崎有沙 鉄村沙央里
（４年）山城朱音 山本純也 長谷川詩優 粟津義太郎
（５年）岸 晃夢 後藤亜美 竹村美咲
（６年）山本哲也 山本葉月 グレイ望
（中１）小泉理央
（中２）吉田 萌
（中３）林田亜嵐 フォング小山紗良
（高等部）坪池 順

月／日
２　月　の　行　事　予　定　　　（　）は職員等の行事

ＬＩ ＷＴＡ

２／５
（地区主任会⑤）　　

（雪対策時間） （幼初雪対策時間）

２／１２ （運営協議会） （幼初雪対策時間）

２／１９ （雪対策時間） （幼初雪対策時間）

２／２６ （雪対策時間） （幼初雪対策時間）（運営協議会）


